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はじ め に

洋 雑誌 の 購入

－スエッツ（ファースト方式）を導入してー

山口 佐 保

病院図書室での洋雑誌購読をとりまく環境はこ

こ数年大きく変化してきた。

まず、年間購読料が毎年のように高騰している

ことである。これは日本総代理店扱い雑誌の増加

や、消費税導入後の諸物価の高騰などが大きく影

響していると思われる。しかし、雑誌購読料の高

騰とは逆に、全般的に病院経営は悪化の方向をた

どっている。このため非生産部門の図書費予算は

減りこそすれ増えることなどまず望めない非常に

厳しい状況である。また、書籍に代わる電子出版

物も普及し始め、その上医学分野の情報自体の変

化もさらに激しくなってきている。そのような中

で司書は、利用者の立場、図書室のレベル維持と

いう観点から、購読誌数の減少はなんとしてもく

い止めたいと努力しているのである。ところが、

現実にはそれら電子出版物などの新しいメディア

や情報の変化に対応するために、図書費の一部を

ハードウェアのグレードアップにまわす必要にも

迫られる。結局そのために購読誌数を減らさなけ

ればならず、四苦八苦しているのが現状である。

次に到着、受入の問題である。今では医学情報

はオンラインデータベースやＣＤ－ＲＯＭなどで、

より新しい書誌情報を逐次得ることができる。昔

のように雑誌発行後２、３ヵ月以上も遅れての到

着では間に合わない。もちろん未着、破損などで

遅れるのはもってのほかである。
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クレーム処理については、図書室担当者→書店

→総代理店→出版社のルートが一般的だが、この

方法では担当者からクレームを出すまで何の対応

もされない。気づいた頃には時すでに遅く、ク

レームを出して手に入れるまで２、 ３ヵ月～１年

近くかかり、司書にとって頭痛の種である。また

ほとんどの病院図書室司書は、担当者１人、その

うえ兼任ですべての業務をこなさなければならず、

忙しくて雑誌受入チェック、クレーム処理に十分

な時間が割けない。

このような厳しい環境の中で救世主のように現

れたのが、スエッツなど主に外資系企業のサービ

ス方式である。当室では関西の病院図書室として

は初めてスエッツ方式を導入したが１年余り経過

した今、導入のいきさつ、現状報告などを述べて

みたい。

２。導入のいきさつ

当室では、１９９３年度現在 １３１誌（一部年刊もの

などの逐次刊行物も含む）の洋雑誌を購読してい

る。１９９２年度のスエッツ導入以前は３書店から毎

年翌年の見積書を提出してもらい、司書が価格比

較一覧書を作成する。価格交渉は会計課用度係が

行い、各書店の誌数配分を決めていた。実際は、

毎年契約先を変えると未着事故が起こりやすいと

いうことで３書店の誌数配分は変わらず、いかに

安くさせるかの値引き交渉後、契約という流れに

なっていた。

スエッツ導入の前年、クレームが多発し、その
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処理の遅さに業を煮やした私は、ふと雑誌「医学

図書館」に大きく広告を掲載しているスエッツの

ことが頭に浮かんだ。日頃から“日本向け価格”

については不透明な部分が多く納得できなかった

ことと、購読料定価が軒並みアップしたことが重

なり、その上未着クレームの対応の悪さとあわせ

て不満を抱いていた私は、思い切ってスエッツに

電話してみようと考えたのである。

３。導入に際しての検討事項

（１） 信頼できるところか

スエッツについては広告内容以外何も知らない

会社で、今までと違ったシステムなので本当に信

頼できる会社なのかが第一の検討事項であった。

この点に関してはスエッツから導入後すでに４、

５年経つ関東の病院を２、３紹介してもらい、直

接電話で実状を聞いた。その結果、会社としても

信頼でき、システムもトラブルが少ないというこ

とであったので、検討を進めていくことにした。

（２） 価格はどうか

会計に対しては、価格面で納得できるものがな

ければ、今まで長年つきあってきた業者を変える

病院図書室 Ｖｏｌ．１３Ｎａ３．１９９３

伊國屋からも類似方式のパンフレットをもらった

が、価格面で今までとは変わらず、システム自体

が新しく実績がないのが不安であり採用しなかっ

た。スエッツは会社設立から９０年余りの実績があ

り、すでに導入している病院図書室の評価も高

かったので、スエッツ導入を決定した。

５。導入にあたって

１９９２年度購読分よりスエッツ導入することが決

まったが、初めの１年間はｍ誌をスエッツと契約

し、様子を見て良ければ翌年から全部スエッツに

変更することになった。というのはいきなり全部

をスエッツに移行することは危険でもあり、今ま

での書店との取り引きも単行書購入等の際は継続

されるからである。ｍ誌の内訳は洋雑誌購読の取

り引きしかなかった１社の分全部と、残り２社の

それぞれ半分程度である。

またスエッツの支払いの最終期日は原則的に１０

月１日だが、支払いが早ければ早いほど割引適用

がある。スエッツの担当者を呼び、用度係長 も交

えて何回かの打ち合わせの後、９月に支払うこと

で契約を交わした。

ことは認めてもらえない。今までの方式と全然違 ６．スエッツ方式の評価

うので単純に比較することはできないが、１９９１年

度の実績で全購読誌の合計を比較したところ、スエ

ッツの方が１００万円近くも安くなり、会計サイドか

らは何も問題なく全部変えても良いと許可を得た。

（３） サービス内容はどうか

スエッツの広告で一番興味をひかれた点は雑誌

が速く、確実に、欠号もなく届き、受入作業が楽

になるということだった。図書室担当者としては

価格面にまして重要な問題であり、本当に広告の

通りであればぜひ導入してみたいと思ったのであ

る。実際の具体的な内容については導入後の評価

の項で述べる。

４。スエッツ方式採用の理由

スエッツ導入を検討している時期に、丸善、紀

導入後１年余り経過しての評価については、ス

エッツからの資料「スエッツ・ファースト・サー

ビスの内容とメリット」に沿って、当室での実状

と感想を述べていきたい。
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（実状）

当室には１週間に１度（水曜日）、箱入りで到

着する。図書室までの配達が原則になっているそ

うだが、当病院の場合郵便物・配達物すべての受

取窓口が庶務課集中になっているので、たしかに

１つ１つの開封の手間はなくなるが、逆に庶務課

から図書室に持って上がるのが結構重くてたいへ

んである。また箱の中に誌名順には入っていない

ので、いったん全部出した後、誌名順に並び変え

てパッキングリストと現品を照合しなければなら

ない。Ｉ週間分の雑誌なので数が多く、手間がか

かる。誌名順に箱にいれてもらうのはオプ ション

で年間総合計金額の１％上乗せになるそうだ。輸

送中の破損もたまにあり、これはパッキングリス

トの照合の際チェックしてこちらからクレームし

なければならない。この乱丁クレーム分はすぐに

来るとは限らず、昨年出して未着の分かまだ若干

残っている。

またこれは最近聞いて知ったことだが、送付さ

れる雑誌の表紙にバーコード、雑誌名、巻号など

の記載されたシールが添付されており、その各

シールに図書室独自の誌名コードを入れてもらう

ことができるらしい。雑誌受入をコンピューター

で処理している図書室にとっては、ひとつひとつ

誌名コード表を見る必要がなくなり、大変便利な

サービスだと思う。

（説明）

毎週送られてくる荷物の中にパッキングリスト

が付いてくるが、希望があればそのリストと同じ

内容がテキストファイルの形で磁気テープ、フ

ロッピーディスクに入れて提供される。スエッツ

では現在汎用コンピューターでの磁気テープによ

る自動受入に対応している。自動受入とは指定の

図書館用パッケージソフトを利用して、スエッツ

から送付されるテープやディスクをコンピュー

ターに入れるだけで受入処理が済むシステムだ。

今年４月からはオフィスコンピューターレベルで

ディスクによる自動受入にも対応する予定だそう

だ。当室では行っていない。

疆 料）

’茅原鎖

作成心

友Ｅモ謳 言＊丿謡回 言Ｆｙ
引 難 縦 横 控 原

９夥 扮 難 ジめ 分

齢鏃示回釦誠 鏃 ＝， ７ ，
９聯難藍回春荊

当室では行っていない。

（ 資 料 ）

※ ’’ ・ Ｅ：Ｅ：Ｅ：※：Ｅ， ’ ’・ ’‘‘ ，：．‘ ’’：‘ｉ‘ １・ Ｆ謳 雑 誌 が 早

？ 全 タ イ ト ル

※ 忿 ＥＥＥ間 ）

．

ｍ ｍ

ｊ ＥＥｊＥＥＥＥＥＥモＥＥＥ
… …

ミｉ‘ ．：Ｅ４ ＥＥＥモＥＥＥ： ．．，… …

ま

と か で き る

ｉ ｉ ｉ 則 ｌ ｉｉｉ ｉ

姚

言 ，

皿 皿 言言
言贈談言言Ｕ

（実状）

確実に届くので安心できる。到着は以前に比べ

て早くなった雑誌もあるが、反対に少し遅い雑誌

もあり、全体に非常に早くなったとは言えない。

また通関手続きの都合、フライト・スケジュー

ル変更、オランダと日本の各休日、年末年始の影

響で配達日が変更され、１週間空いて２週間分か

一度に送られてくることが年に数回ある。この年

間スケジュールの変更は毎年２月に日本スエッツ

から連絡があり、臨時変更分はそのつど事前にＦ

ＡＸで知らせてくる。

（実状）

価格は確かに以前より安くなった上に、サービ

ス内容が充実している。

支払方法は、１０月１日までに推定価格で支払い
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翌年の春確定価格が出た時点で過不足分か精算さ

れる。精算方法は、次年度年間購読料支払用に使

用するか、その場で精算するかが選べる。

ちなみに当室の場合、’９２年度は５０数万円プラ

スだったので、’９３年度購読料支払い時にその剰

余分を差し引いてもらい支払いをした。
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（実状）

今までの欠号処理の苦労から抜け出せると大

変喜んだが、１誌契約初年度に付いてくるはずの

肝心のバインダーが一向に送られてこず、数力月

にわたりこちらからクレームを何回も出す羽目に

なってしまった。このときのスエッツの対応は今

までの書店のクレーム処理の対応と同じだったた

め少しがっかりした。これは版元の責任のようで、

今までの書店に頼んでいても同じことになったか

もしれないが、全面的にお任せするというのは無

理で、こちらでも一応受入時にチェックすること

は必要だと痛感した。その他、Ｓｕｐｐｌｅｍｅｎｔでこち

らからクレームした雑誌が１件あった。

もっとも以前に書店に出しているクレーム、

’９１，’９２年度分でまだ未着の雑誌があることを考

えると良い状態になったのかもしれない。それ以

外はおおむね良好に処理されている。
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（実状）

納入状況にはいつ送付したか、クレーム中か等

が分かり参考になる。次号の納入予定、変更書誌

データの連絡はこちらから聞いてはじめて回答が

くる場合が多かった。

当室では利用していないが、オンラインを行っ

ているところであればスエッツのデータベースと

接続し、手元のパソコンからタイトルの検索、書

誌事項のチェック、出版状況の検索がダイレクト

に行える。

了．おわりに

スエッツを利用してみて、すべてが宣伝の通り

すばらしく良かったわけではなく、２、３の問題

もあった。しかし、価格が安い上に今まで司書が

やってきた煩雑なクレーム処理などをやってくれ

るので、利用者に確実に資料を提供できるという

点では導入して良かったし、今後もスエッツを利

用していこうと思っている。

病院経営が曲がり角にきて、図書費予算が厳し

くなってきている中、これからはスエッツを利用

する図書室も増えてくるだろう。いままで旧態依

然の方式でやってきた日本の業界が、スエッツな

どの外資系企業の新流通方式の出現によってあわ

てて新方式を発売したというのは皮肉なことだが、

お互いによりよいサービスをめざして良心的価格

で提供してくれればユーザーにとってはありかた

いことだ。ユーザーは、その中で各自の図書室に

あったシステムを見つけて利用して行けば良い。

今後これらの方式がどのように変化していくか、

注意深く見つめていきたい。

なおスエッツヘの問い合わせ先は下記の通り。

ＴＥＬ。０１２０－１２－０７０１（フリーダイヤル）
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